
第２３期第６回石狩後志海区漁業調整委員会　会議次第 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年１月２８日（水）１３：３０～ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道総研中央水産試験場　３階大会議室 
                                                                
 
 
１　開　　会 
 
 
２　開会挨拶 
 
 
３　人員報告　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　 　　　　　　　  
 
４　議事録署名委員の指名 
 
 
５　議事事項 
    議案第１号　河川の河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に関する委員会指示
　　　　　　　　に係る公聴会の開催方法について 
　  議案第２号　漁業法第９１条第１項に該当する者に対する指導について（答申） 
　 
６　報告事項 
  （１）海面共同漁業権及び海面区画漁業権に係る資源管理の状況等の報告について 
  （２）まさば及びごまさば太平洋系群に関する令和７管理年度における知事管理漁
　　　　獲可能量の変更について 
　（３）まいわし太平洋系群に関する令和７管理年度における知事管理漁獲可能量の
　　　　変更について 
　（４）くろまぐろに関する令和７管理年度における知事管理漁獲可能量の変更につ
　　　　いて 
  （５）するめいかに関する令和７管理年度における知事管理漁獲可能量の変更につ
　　　　いて 
 
７　閉　　会 
　



第２３期第６回石狩後志海区漁業調整委員会出席者名簿 

 
   　　　　　　　日時　令和８年１月２８日（水）１３:３０～ 

    　　　場所　道総研中央水産試験場　３階大会議室 
 

所　　　　属 職 氏　　　名 備考  

石狩後志海区漁業調整委員会      会　長     　池　守　　　　力  

石狩後志海区漁業調整委員会      副会長     　佐　藤　　一　義 欠席  

石狩後志海区漁業調整委員会      副会長     　丹　野　　雅　彦  欠席  

石狩後志海区漁業調整委員会      副会長     　小　西　　正　之  

石狩後志海区漁業調整委員会      委　員     　小　鷹　　雅　晴  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　奥　山　　　　均   

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　伊　藤　　保　夫  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　安　藤    孝　雄  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　松　尾    英　二  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　中　村　　貞　夫 欠席  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　河　﨑    信　幸   

石狩後志海区漁業調整委員会      委　員     　青　塚    芳　朝  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　太　田    　　誠  

石狩後志海区漁業調整委員会 委　員 　上　山    稔　彦  

 

石狩振興局産業振興部水産課 水産課長   四　氏　　雅　一  

石狩振興局産業振興部水産課 水産振興係長   吉　田　　明　弘  

 

後志総合振興局産業振興部水産課     水産課長   安　住    拓　郎  

後志総合振興局産業振興部水産課   漁業管理係長   竹　嶋    寿　弥  

石狩後志海区漁業調整委員会 事務局長   中　山　　威　尉　

石狩後志海区漁業調整委員会 主　事   小　林　　千　紗
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05010
0

15
0

20
0

25
0

H
2
1
H
2
2
H
2
3
H
2
4
H
2
5
H
2
6
H
2
7
H
2
8
H
2
9
H
3
0
H
3
1
R
2
R
3
R
4
R
5
R
6
R
7

南
後
志
（神
恵
内
村
～
島
牧
村
）

北
後
志
（小
樽
市
～
積
丹
町
）

（
速
）

珊
内
川
・
古
宇
川
・
野
束
川
・
尻
別
川
・
泊
川
・
千
走
川
の
河
口
規
制
の
概
要

参
考
資
料
２

後
志
管
内
の
重
要
な
水
産
資
源
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
安
定
的
か
つ
持
続

的
な
利
用
を
図
る
た
め
、
親
魚
の
河
川
遡
上
を
促
進
さ
せ
、
「ふ
化
放
流
計
画
」に
基
づ
く
計

画
的
か
つ
安
定
的
な
捕
獲
、
採
卵
お
よ
び
稚
魚
等
の
放
流
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
生
息
場

と
な
る
河
川
の
環
境
維
持
を
図
る
た
め
の
魚
道
清
掃
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
海
道
さ
け
・ま
す
人
工
ふ
化
放
流
計
画
中
期
策
定
方
針
（
R
4
～
8
）で
は
、
サ
ク
ラ

マ
ス
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
再
生
産
と
合
わ
せ
、
効
果
的
な
ふ
化
放
流
事
業
を
推
進
し
、
資
源

の
維
持
安
定
に
努
め
る
ほ
か
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
も
適
応
力
が
高
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
野
生
魚
の
活
用
方
法
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
後
志
管
内
の
重
要
な
水
産
資
源
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ
ス
の
漁
獲
量
は
、
令
和

６
年
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
令
和
７
年
は
前
年
の
約
３
分
の
１
に
留
ま
る
な
ど
不

安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

１
現
状

１

「
ふ
化
放
流
計
画
」の
見
直
し
に
伴
う
サ
ク
ラ
マ
ス
の
必
要
親
魚
数
の
増
加
や
自
然
再
生
産

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
親
魚
の
河
川
遡
上
を
促
進
す
る
た
め
、
令
和
３
年
か
ら
泊
川
、
千
走
川

令
和
４
年
か
ら
珊
内
川
、
古
宇
川
、
野
束
川
、
尻
別
川
に
お
い
て
海
区
委
員
会
指
示
に
よ
る
河

口
規
制
を
令
和
７
年
ま
で
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
変
動
は
大
き
い
も
の
の
半
数
の
河
川
で
計
画
並
の
親
魚
捕
獲
が
概
ね
達
成

さ
れ
、
複
数
河
川
で
親
魚
捕
獲
、
採
卵
し
、
生
産
さ
れ
た
稚
魚
等
を
河
川
間
で
融
通
す
る
こ
と

に
よ
り
、
必
要
な
放
流
尾
数
は
概
ね
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
計
画
未
達
の
河

川
で
は
、
今
後
、
親
魚
の
遡
上
状
況
の
再
調
査
や
捕
獲
方
法
の
再
検
証
等
に
よ
る
体
制
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
魚
病
の
発
生
に
よ
る
放
流
魚
の
減
少
も
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

複
数
河
川
に
お
け
る
親
魚
捕
獲
に
よ
り
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
増
殖
事
業
団
体

か
ら
も
河
口
規
制
の
継
続
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
河
口
規
制
の
実
施
結
果
（令
和
３
年
～
７
年
）

○
サ
ク
ラ
マ
ス
の
漁
獲
量
の
推
移

（
単
位
：
ト
ン
）

令
和
４
年
９
月

珊
内
川

親
魚
捕
獲
の
様
子

令
和
４
年
９
月

珊
内
ふ
化
場

採
卵
作
業
の
様
子

○
親
魚
捕
獲
、
採
卵
作
業
の
一
例

○
サ
ク
ラ
マ
ス
の
親
魚
捕
獲
計
画
の
推
移

河
川
名

R
2
年
度

R
3
年
度

R
4
～
7
年
度

R
8
年
度
（予
定
）

珊
内
川

6
0
尾

6
0
尾

1
0
0
尾

1
0
0
尾

古
宇
川

0
尾

0
尾

1
0
0
尾

1
0
0
尾

野
束
川

2
0
尾

2
0
尾

1
0
0
尾

1
0
0
尾

尻
別
川

1
,5
6
0
尾

1
,5
6
0
尾

1
,8
0
0
尾

1
,8
0
0
尾

泊
川

0
尾

0
尾

0
尾

0
尾

千
走
川

4
5
0
尾

1
,4
3
0
尾

1
,4
3
0
尾

1
,4
3
0
尾

計
2
,0
9
0
尾

3
,0
7
0
尾

3
,5
3
0
尾

3
,5
3
0
尾

サ
ク
ラ
マ
ス
親
魚
捕
獲
数
（計
画
）

2



参
考
資
料
２

令
和
３
年
４
月
以
降

泊
川
（
5
/
1
～
1
0
/
3
1
）、
千
走
川
（4
/1
～
1
0
/3
1
）

令
和
４
年
４
月
以
降

珊
内
川
（
4
/
1
～
8
/
3
1
）、
古
宇
川
（4
/
1
～
4
/3
0
）

野
束
川
（
4
/1
～
8
/1
9
）、
尻
別
川
（4
/1
～
4
/3
0
）

２
－
２
サ
ク
ラ
マ
ス
の
親
魚
捕
獲
・採
卵
・放
流
実
績
等

・各
河
川
と
も
に
、
魚
体
の
婚
姻
色
に
よ
り
成
熟
状
況
を
確
認
し
、
８
～
1
0
月
に

た
も
網
や
ウ
ラ
イ
の
設
置
な
ど
に
よ
り
親
魚
捕
獲
を
実
施

・
尻
別
川
、
千
走
川
、
珊
内
川
で
は
、
年
変
動
が
大
き
い
も
の
の
計
画
並
の
親
魚

捕
獲
や
採
卵
を
概
ね
達
成

・千
走
川
で
は
、
令
和
４
年
に
ふ
化
場
で
魚
病
が
発
生
し
幼
魚
放
流
が
出
来
ず
、

令
和
６
年
の
親
魚
捕
獲
数
の
減
少
に
影
響
し
た
こ
と
か
ら
、
複
数
河
川
に
お
け

る
親
魚
捕
獲
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
が
必
要

・古
宇
川
、
野
束
川
、
泊
川
で
は
、
親
魚
捕
獲
を
試
み
た
も
の
の
、
計
画
並
の
捕
獲

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
、
親
魚
の
遡
上
状
況
の
再
調
査
や
捕
獲
方
法
の

再
検
証
等
に
よ
る
体
制
整
備
を
予
定

・増
水
に
よ
り
親
魚
が
上
流
へ
逃
避
し
親
魚
確
保
に
至
ら
な
い
場
合
が
あ
る

・放
流
に
必
要
な
稚
魚
等
は
河
川
間
の
融
通
に
よ
り
概
ね
確
保

・河
口
域
へ
の
来
遊
は
４
月
に
多
い
が
、
数
は
少
な
い
も
の
の
秋
季
に
遡
上
す
る

親
魚
も
確
認
さ
れ
て
い
る

２

２
－
１
河
口
規
制
の
実
施
期
間
（令
和
３
年
～
７
年
）

３
今
後
の
方
向
性

珊
内
川
・
古
宇
川
・
野
束
川
・
尻
別
川
・
泊
川
・
千
走
川
の
河
口
規
制
の
概
要

サ
ク
ラ
マ
ス
の
来
遊
状
況
、
河
口
規
制
中
の
親
魚
や
放
流
魚
の
確
保
実
績
、
今
後

の
ふ
化
放
流
計
画
及
び
体
制
整
備
の
予
定
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
各
河
川
に
お

い
て
従
来
と
同
様
の
河
口
規
制
を
実
施
し
、
ふ
化
放
流
計
画
に
基
づ
く
親
魚
捕
獲

や
採
卵
、
稚
魚
等
の
放
流
の
継
続
と
自
然
再
生
産
の
促
進
に
よ
り
、
サ
ク
ラ
マ
ス
資

源
の
維
持
・増
大
を
図
る
。

○
計
画

（捕
獲
数
：尾
、
採
卵
数
：千
粒
、
放
流
数
：千
尾
）

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

R
4
年
級

R
5
年
級

珊
内
川

1
0
0

9
0

1
0
0

9
0

1
0
0

9
0

1
0
0

9
0

5
5

古
宇
川

1
0
0

7
0

1
0
0

7
0

1
0
0

7
0

1
0
0

7
0

2
7
6

2
3
6

野
束
川

1
0
0

7
0

1
0
0

7
0

1
0
0

7
0

1
0
0

7
0

1
3
7

1
1
7

尻
別
川

1
,8
0
0

2
,1
5
6

1
,8
0
0

2
,1
5
6

1
,8
0
0

2
,1
5
6

1
,8
0
0

2
,1
7
6

1
,2
0
0

1
,2
0
0

泊
川

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0
8

1
0
8

千
走
川

1
,4
3
0

2
,0
0
0

1
,4
3
0

2
,0
0
0

1
,4
3
0

2
,0
0
0

1
,4
3
0

2
,0
0
0

1
9
1

1
2
1

計
3
,5
3
0

4
,3
8
6

3
,5
3
0

4
,3
8
6

3
,5
3
0

4
,3
8
6

3
,5
3
0

4
,4
0
6

1
,9
1
7

1
,7
8
7

○
実
績

（捕
獲
数
：尾
、
採
卵
数
：千
粒
、
放
流
数
：千
尾
）

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

R
4
年
級

R
5
年
級

珊
内
川

1
0
7

1
6
3

4
1

1
4

0
0

7
5

9
1

5
1
5

古
宇
川

0
0

0
0

0
0

0
0

2
2
6

2
2
5

野
束
川

3
9

0
1
0

0
0

0
0

0
8
7

1
1
4

尻
別
川

1
,8
7
2

2
,7
5
2

2
,0
2
5

2
,5
0
3

2
,0
9
0

4
,3
0
5

9
5
3

1
,2
8
2

1
,2
5
5

1
,1
6
0

泊
川

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0
8

8
3

千
走
川

1
,5
2
5

1
,8
6
5

1
,0
3
4

1
,2
8
6

1
7
1

1
6
8

9
2
5

1
,0
1
3

9
1

1
8
1

計
3
,5
4
3

4
,7
8
0

3
,1
1
0

3
,8
0
3

2
,2
6
1

4
,4
7
3

1
,9
5
3

2
,3
8
6

1
,7
7
2

1
,7
7
8

○
達
成
率
（%
）

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

親
魚
捕
獲
数

採
卵
数

R
4
年
級

R
5
年
級

珊
内
川

1
0
7
%

1
8
1
%

4
1
%

1
6
%

0
%

0
%

7
5
%

1
0
1
%

1
0
0
%

3
0
0
%

古
宇
川

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

8
2
%

9
5
%

野
束
川

3
9
%

0
%

1
0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

6
4
%

9
7
%

尻
別
川

1
0
4
%

1
2
8
%

1
1
3
%

1
1
6
%

1
1
6
%

2
0
0
%

5
3
%

5
9
%

1
0
5
%

9
7
%

泊
川

-
-

-
-

-
-

-
-

1
0
0
%

7
7
%

千
走
川

1
0
7
%

9
3
%

7
2
%

6
4
%

1
2
%

8
%

6
5
%

5
1
%

4
8
%

1
5
0
%

計
1
0
0
%

1
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※
R
4
年
級
放
流
数
は
R
4
に
親
魚
捕
獲
、
採
卵
し
、
R
5
及
び
R
6
に
放
流
し
た
稚
魚
及
び
幼
魚
の
合
計
を
表
す

※
R
5
年
級
放
流
数
は
R
5
に
親
魚
捕
獲
、
採
卵
し
、
R
6
及
び
R
7
に
放
流
し
た
稚
魚
及
び
幼
魚
の
合
計
を
表
す
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珊
内
川
・
古
宇
川
・
野
束
川
・
尻
別
川
・
泊
川
・
千
走
川
の
河
口
規
制
の
概
要

参
考
資
料
２

次
の
と
お
り
各
河
川
に
お
い
て
河
口
規
制
を
行
う
。

な
お
、
親
魚
の
捕
獲
、
採
卵
、
稚
魚
等
の
放
流
の
ほ
か
、
親
魚
の
遡
上
状
況
の
再
調
査

や
捕
獲
方
法
の
再
検
証
な
ど
各
種
取
組
状
況
を
単
年
毎
に
確
認
し
、
そ
の
後
の
対
応
を

検
討
す
る
た
め
、
委
員
会
指
示
の
期
間
は
令
和
８
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
と
す
る
。

（１
）珊
内
川

サ
ク
ラ
マ
ス
親
魚
の
遡
上
が
確
認
さ
れ
、
採
捕
実
績
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
同
様
、

４
月
１
日
か
ら
８
月
3
1
日
ま
で
河
口
規
制
を
行
う
。
規
制
区
域
も
同
様
と
す
る
。

（２
）古
宇
川
（保
護
水
面
（北
海
道
漁
業
調
整
規
則
））

サ
ク
ラ
マ
ス
親
魚
の
遡
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
同
様
、

４
月
１
日
か
ら
４
月
3
0
日
ま
で
河
口
規
制
を
行
う
。
規
制
区
域
も
同
様
と
す
る
。

（３
）野
束
川

サ
ク
ラ
マ
ス
親
魚
の
遡
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
同
様
、

４
月
１
日
か
ら
８
月
1
9
日
ま
で
河
口
規
制
を
行
う
。
規
制
区
域
も
同
様
と
す
る
。

（４
）尻
別
川

サ
ク
ラ
マ
ス
の
重
要
な
親
魚
捕
獲
河
川
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
来
同
様
、
４
月
１
日
か
ら
４
月
3
0
日
ま
で
河
口
規
制
を
行
う
。

規
制
区
域
も
同
様
と
す
る
。

（5
）泊
川
（保
護
水
面
（北
海
道
漁
業
調
整
規
則
））

隣
接
す
る
千
走
川
で
十
分
な
サ
ク
ラ
マ
ス
の
親
魚
捕
獲
が
で
き
な
い
場
合
の
補
完

機
能
を
有
す
る
河
川
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
同
様
、
５
月
１
日
か
ら

1
0
月
3
1
日
ま
で
河
口
規
制
を
行
う
。
規
制
区
域
も
同
様
と
す
る
。

（6
）千
走
川
（保
護
水
面
（北
海
道
漁
業
調
整
規
則
））

サ
ク
ラ
マ
ス
の
重
要
な
親
魚
捕
獲
河
川
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
来
同
様
、
４
月
１
日
か
ら
1
0
月
3
1
日
ま
で
河
口
規
制
を
行
う
。
規
制
区
域
も
同

様
と
す
る
。
な
お
、
北
海
道
漁
業
調
整
規
則
で
の
規
制
期
間
及
び
区
域
を
除
く
。

４
令
和
８
年
の
河
口
規
制
の
内
容

３

○
サ
ク
ラ
マ
ス
の
月
別
漁
獲
量
の
推
移
（
南
後
志
）

○
北
海
道
漁
業
調
整
規
則
、
海
区
委
員
会
指
示
に
よ
る
禁
止
区
域
及
び
禁
止
期
間
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岸
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岸
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岸
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0
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～
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※

※
距
離
の
う
ち
、
括
弧
内
の
数
字
は
一
応
の
目
安

※
千
走
川
：5
/1
～
8
/3
1
の
期
間
は
調
整
規
則
で
定
め
る
区
域
を
除
く

北
海
道
漁
業
調
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止
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及
び
禁
止
期
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珊
内
川
・
古
宇
川
・
野
束
川
・
尻
別
川
・
泊
川
・
千
走
川
の
河
口
規
制
の
概
要

参
考
資
料
２ ４
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0
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北
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陸
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域
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出
し

3
0
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00
m

陸
側

海
岸
右

3
00
m

標
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0
0
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珊
内
川

○
古
宇
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野
束
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○
尻
別
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千
走
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○
泊
川

５
禁
止
区
域
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石狩後志海区漁業調整委員会公聴会に関する手続規程 

 　（根拠）

第１条　石狩後志海区漁業調整委員会（以下「委員会」という。）が、漁業法の規　

 　定に基づいて公聴会を開催しようとするときは、この規程の定めるところによる。

 　（開催の決定）

第２条　委員会において、公聴会を開こうとするときは、あらかじめその決議をし　

 　なければならない。

 　（会議上の拘束）

 第３条　委員会は、公聴会においては討論及び表決を行わない。

 　（日時、案件の公示）

第４条　委員会は、公聴会を開こうとするときは、その開催の期日から２日前まで　

 　に、日時、場所及び公聴すべき案件を公示する。

 ２　前項の公示は、次に掲げる方法によるものにする。

 　（１）後志総合振興局、石狩振興局の掲示場に掲示

 　（２）関係する漁業協同組合の掲示場に掲示

 　（３）その他会長が適当と認める方法

 　（文書の提出）

第５条　委員会は、公聴会において意見を述べようとする者（公述者という。）に、

 　あらかじめ発言内容の要旨等を文書で提出させることができる。

 　（公述者の範囲）

 第６条　公聴会における公述者の範囲は、次に掲げる者とする。

 　（１）漁業権者

 　（２）入漁権者

 　（３）漁業権漁業の経験者

 　（４）漁業協同組合関係者

 　（５）その他利害関係のある者

 　（公述の機会の公平）

第７条　公聴会において意見を聞こうとする案件につき、賛成者と反対者とがある　

 　ときは、双方から公述者を選ばなければならない。

 　（公述者の発言）

第８条　公述者は、公聴会の期日に出席し、会長の許可を得て発言をすることがで　

 　きる。

第９条　公述者の発言は、その意見を聞こうとする案件の範囲を超えてはならない。

２　公述者の発言が前項の範囲を超え、又は公述者に不穏当な言動があったときは、

 　会長はその発言を禁止し、又は退場を命ずることができる。

 　（委員の質疑）

第１０条　委員会の委員は、公述者に対して質疑することができる。ただし、公述　

 　者が委員に質疑することはできない。

 　（代理人又は文書による公述）

第１１条　公述者は、委員会の同意を得た場合は、代理人をして意見を述べさせ、　

 　又は文書で意見を提出することができる。

２　前項の規定により代理人として発言する者は、代理人であることを証する書面　

 　を提示しなければならない。

 附　則

　この規程は、平成22年7月20日から施行する。　
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　　　道　民　意　見　提　出　手　続　の　意　見　募　集　要　領　　　 
 

                                                      令 和 ８ 年 ○ 月 ○ 日
石狩後志海区漁業調整委員会 

 
  さけ・ます資源の繁殖保護を図るため、漁業法（昭和24年法律第267号）第120条第１項
の規定に基づく河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る石狩後志海区漁業調整委員
会指示（案）について、広く道民の皆様からご意見を募集いたします。 
  今後、本（案）は、提出いただいたご意見を考慮した上、決定することとしております。 
  なお、提出いただいたご意見に対して、個別の回答は致しかねますので、あらかじめご
承知願います。 

記 
１　委員会指示の案の名称 
    河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る石狩後志海区漁業調整委員会指示（案） 
 
２　参考資料の名称 
　（１）河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る石狩後志海区漁業調整委員会指示
　　　（案）の概要 
　（２）珊内川・古宇川・野束川・尻別川・泊川・千走川の河口規制の概要 
 
３　委員会指示の案及び参考資料の入手方法 
　　石狩後志海区漁業調整員会のホームページへの掲載 
　　（https://www.shiribeshi.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sis/kaiku/245198.html） 
　　上記掲載情報は、以下の場所で閲覧可能です。 
　　（１）石狩後志海区漁業調整委員会（北海道後志総合振興局産業振興部水産課内） 
　　　※上記の場所において、紙媒体による閲覧又は配付をご希望の場合は、担当職員へ
　　　　お申し付け下さい。 
 
４　意見等の募集期間 
    令和８年１月２９日（木）から令和８年２月２８日（土）まで 
 
５　意見等の提出方法及び提出先 
　（１）電子メール　　kaiku.ishikari@pref.hokkaido.lg.jp 
　（２）ファクシミリ　0136-22-0914 
　（３）郵便　　　　　〒044-8588　虻田郡倶知安町北１条東２丁目  
    　　　　　　　　　石狩後志海区漁業調整委員会 
　　※意見提出様式を公開していますのでご利用ください。この様式以外で意見を提出い
　　　ただいても構いませんが、氏名・住所等の記入をお願いします。 
 
６　意見募集結果の公表時期 
　　提出された意見については、令和８年３月中旬頃を目処に「道民意見提出手続の意見
　募集結果」を公表します。なお、意見募集の結果の公表は「３　委員会指示の案及び参
　考資料の入手方法」に記載の方法に準じて行います。 
 
７　その他 
　（１）意見の提出に当たっては、日本語でお願いします。 
　（２）意見の提出に当たっては、住所、氏名（団体の名称）を記載してください。 
　　　　なお、意見の要旨と併せて、意見を提出された方の住所（市町村名のみ）を公表
　　　することがあります。 
　（３）意見が長文の場合や大部の資料を添付する場合は、併せてその要旨を提出してく
　　　ださい。 
　（４）ご記入いただいた個人情報は、提出意見の内容に不明な点があった場合等の連絡
　　　・確認のために利用します。また、これらの情報は意見の内容に応じ、北海道庁及
　　　び出先機関等で利用する場合があります。 
  （５）電話や匿名での意見提出はお受けいたしかねますのでご了承ください。 
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意見提出様式 
計画等の案の名称 河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る石狩後志海区漁業調整委員会指

示（案） 

氏名（企業・団体名）  

住所  

連絡先 

（いずれか一つ） 

電話： 

FAX： 

メール： 

 

該当箇所 

（ページ等） 

ご意見及びその理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提出先・問い合わせ先】 

意見提出期限：令和８（2026）年２月 28 日（土）  

○電子メール  kaiku.ishikari@pref.hokkaido.lg.jp 

○ファクシミリ ０１３６－２２－０９１４ 

○郵便     〒０４４－８５８８ 虻田郡俱知安町北１条東２丁目 

         石狩後志海区漁業調整委員会 

※この様式以外で提出いただいても構いませんが、氏名・住所等の記入をお願いします。 
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公聴会次第 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和８年２月１９日（木）１３：３０～ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：道総研中央水産試験場　３階　セミナー室 
                                                                
 
 
１　開　　　会 
 
２　挨 拶 
 
３　委員等紹介 
 
４　公　聴　会 
    河川の河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に関する委員会指示（案） 
　　について 
　  （１）河口規制の概要説明 
　　（２）公述者発言 
 
５　閉　　　会 
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                                             （案）                                   
   石狩後志海区漁業調整委員会指示第○号
 
 
  さけ・ます資源の繁殖保護を図るため、漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１２０条第１項の規

 定により、次のとおり指示する。
 
 
    令和○年○月○日
 
 
                                                     石狩後志海区漁業調整委員会

会  長    池　守　　力
 
 
  何人も、海面のうち、次表の左欄に掲げる河口付近の区域においては、同表の右欄に掲げる期間中、
さけ及びますを採捕してはならない。ただし、国若しくは地方公共団体、独立行政法人通則法（平成１
１年法律第１０３号）による独立行政法人、地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）による
地方独立行政法人若しくは学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学又はこれらの機関の委託

 を受けた者が試験研究の用に供するために採捕する場合は、この限りではない。

総合振興局名 区                   域  
及 び 河 川 名 河                  口 沖合方位 沖合 期   間 

左海岸 右海岸 左方 右方
  河口左岸より 古宇郡珊内村 度 分 度 分 ﾒｰﾄﾙ ４月１日から 
 珊内川 300メートルの 神恵内漁港（珊 243.00 243.00 300 ８月31日まで
 位置 内地区）新西
 防波堤基部西
 側点の位置 
 （300m）
  古宇郡神恵内村 古宇郡神恵内    ４月１日から 
 古宇川 大字神恵内村10 村大字神恵内 225.00 225.00 300 ４月30日まで
 番地の４地先に 村字浜中83番
 知事が建設した 地の116地先に
 標柱の位置 知事が建設し
  た標柱の位置 
 （300m） （300m）

後  岩内郡岩内町字 岩内郡岩内町    ４月１日から 
志 野束川 野束15番の４地 岩内港西防波 345.00 5.00 600 ８月19日まで

先に知事が建設 堤基部西側点
した標柱の位置 の位置 

（300m） （700m）
 寿都郡寿都町字 磯谷郡蘭越町    ４月１日から 
尻別川 磯谷町能津登 港町1,512番地 299.30 300.00 1,000 ４月30日まで

355番地先に知 先に知事が建
事が建設した標 設した標柱 
柱の位置  

（1,000m） （1,000m）
 河口左岸より 河口右岸より    ５月１日から 

泊川 300メートルの 300メートルの 344.00 344.00 300 10月31日まで
位置 位置

 河口左岸より 河口右岸より   左岸 ４月１日から 
千走川 500メートルの 800メートルの 344.00 0.00 300 10月31日まで 

位置 位置 右岸 
700

 備考
注１）この表による河口付近の区域とは、次に掲げる基点アから基点エまでを順次に結んだ線によ

 　　って囲まれた海面をいう。
 　　基点ア　左海岸の当該位置から当該沖合方位へ延長した線と最大高潮時海岸線の交点

 　　基点イ　基点アから当該沖合方位における当該沖合距離の点
 　　基点ウ　基点エから当該沖合方位における当該沖合距離の点

 　　基点エ　右海岸の当該位置から当該沖合方位へ延長した線と最大高潮時海岸線の交点
注２）この表中で示している距離のうち、（　）内の数字は、標柱までの一応の目安である。 
注３）指示期間は指示した日から令和８年１０月３１日までとする。
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参考資料１ 

 

河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る 

石狩後志海区漁業調整委員会指示（案）の概要 

 

                                          令 和 ８ 年 ○ 月 ○ 日 

石狩後志海区漁業調整委員会 

 

１．委員会指示の目的・趣旨 
  

漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１２０条第１項の規定に基づき、「海区漁業調整委

員会は、水産動植物の繁殖保護を図り、漁業権（第六十条第一項に規定する漁業権をいう。

以下同じ。）又は入漁権（同条第七項に規定する入漁権をいう。）次条第一項において同じ。）

の行使を適切にし、漁場の使用に関する紛争の防止又は解決を図り、その他漁業調整のため

に必要があると認めるときは、関係者に対し、水産動植物の採捕に関する制限又は禁止、漁

業者の数に関する制限、漁場の使用に関する制限その他必要な指示をすることができる。」と

されている。 

今般、サクラマスの遡上時期における珊内川、古宇川、野束川、尻別川、泊川、千走川の

河口付近における採捕禁止区域及び期間を定め、さけます資源の繁殖保護を図るもの。 

 

 

２．委員会指示のスケジュール（案） 

 令和８年１月下旬  意見の募集開始

 令和８年２月中旬～下旬  公聴会の開催

 令和８年２月下旬  意見の募集終了

 令和８年３月上旬～中旬  海区委員会指示（案）に係る海区委員会での審議

 令和８年３月中旬  委員会指示発動

 

 

３．委員会指示（案）の概要について 
 

    何人も、海面のうち、次表の左欄に掲げる河口付近の区域においては、同表の右欄に掲げ

　る期間中、さけ及びますを採捕してはならない。ただし、国若しくは地方公共団体、独立行

　政法人通則法（平成１１年法律第１０３号）による独立行政法人、地方独立行政法人法（平

　成１５年法律第１１８号）による地方独立行政法人若しくは学校教育法（昭和２２年法律第

　２６号）による大学又はこれらの機関の委託を受けた者が試験研究の用に供するために採捕

 　する場合は、この限りではない。
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 次  表
総合振興局名 区                   域  
及 び 河 川 名 河                  口 沖合方位 沖合 期   間 

左海岸 右海岸 左方 右方
  河口左岸より 古宇郡珊内村 度 分 度 分 ﾒｰﾄﾙ ４月１日から 
 珊内川 300メートルの 神恵内漁港（珊 243.00 243.00 300 ８月31日まで
 位置 内地区）新西
 防波堤基部西
 側点の位置 
 （300m）
  古宇郡神恵内村 古宇郡神恵内    ４月１日から 
 古宇川 大字神恵内村10 村大字神恵内 225.00 225.00 300 ４月30日まで
 番地の４地先に 村字浜中83番
 知事が建設した 地の116地先に
 標柱の位置 知事が建設し
  た標柱の位置 
 （300m） （300m）
後  岩内郡岩内町字 岩内郡岩内町    ４月１日から 
志 野束川 野束15番の４地 岩内港西防波 345.00 5.00 600 ８月19日まで

先に知事が建設 堤基部西側点
した標柱の位置 の位置 

（300m） （700m）
 寿都郡寿都町字 磯谷郡蘭越町    ４月１日から 
尻別川 磯谷町能津登 港町1,512番地 299.30 300.00 1,000 ４月30日まで

355番地先に知 先に知事が建
事が建設した標 設した標柱 
柱の位置  
（1,000m） （1,000m）

 河口左岸より 河口右岸より    ５月１日から 
泊川 300メートルの 300メートルの 344.00 344.00 300 10月31日まで 

位置 位置
 河口左岸より 河口右岸より   左岸 ４月１日から 

千走川 500メートルの 800メートルの 344.00 0.00 300 10月31日まで 
位置 位置 右岸 

700
備考 
注１）この表による河口付近の区域とは、次に掲げる基点アから基点エまでを順次に結んだ線によ
　　って囲まれた海面をいう。 
　　基点ア　左海岸の当該位置から当該沖合方位へ延長した線と最大高潮時海岸線の交点 
　　基点イ　基点アから当該沖合方位における当該沖合距離の点 
　　基点ウ　基点エから当該沖合方位における当該沖合距離の点 
　　基点エ　右海岸の当該位置から当該沖合方位へ延長した線と最大高潮時海岸線の交点 
注２）この表中で示している距離のうち、（　）内の数字は、標柱までの一応の目安である。 
注３）指示期間は指示した日から令和８年１０月３１日までとする。
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